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僧

叡

と

馬

鳴

菩

薩

伝

落

合

俊

典

二

問

題

の
所
在

所
謂

『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
と
言

え
ば
、
『
龍
樹
菩
薩
伝
』
や

『
提
婆
菩

薩
伝
』
と
な
ら
ん
で
鳩
摩
羅
什
の
訳
出
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
を
直
ち
に
鳩
摩
羅
什
訳
出

と
す

る
に

は
問
題
が
多

い
。
ま
ず
第

二
に
、
依
拠
す
べ
き

『
出
三
蔵
記
集
』
の
羅
什
訳
経
の
中

に
こ
れ
ら
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
次
に
、
『馬
鳴
菩
薩
伝
』

は
他

の
二
つ
の
菩
薩
伝
と
文
体
や
表
現
方
法
が
異
な
る
上
、
後
世
の
三

論
の
吉
蔵
な
ど
に
伝
わ

っ
た
伝
承
と
も

二
致
せ
ず
疑
問
の
残
る
書
で
も

あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
羅
什
の
訳
か
否
か
の
問
題

と
、
『馬
鳴
菩
薩

伝
』
と
二
菩
薩
伝

(『龍
樹
菩
薩
伝
』
.
『提
婆
菩
薩
伝
』)
と
の
相
違

が
問

題
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
真
の
問
題
点
は
以
上
の
よ
う
な
疑
問
点
が
存

在
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
三
菩
薩
伝
を
総
合
的
に
考
察

し
た
研
究
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

筆
者

は
従
来
よ
り
こ
の
方
面
に
問
題
意
識
を
も

っ
て
き
た
者
で
な
い

が
、
平
安
写
経
の
蔵
経
を
調
査
し
て
き
た
過
程
で
新
た
な
展
開
を
来
た

す
新
出
本
を
見
出
し
、
数
年
に
わ
た
り
報
告
を
お
こ
な

っ
た
。
(
1
)

今
回
の

報
告
は
著
者
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

既
報
に
あ
る
よ
う
に
平
成
新
出

『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
(所
謂
写
本
系
)
は
、

従
来
知
ら
れ
て
い
た
高
麗
版
を
底
本
と
し
、

宋

・
元

・
明
本
を
対
校
と

し
た
大
正
蔵
の
本
文
と
全
く
異
な
る
内
容
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
新
出

本
こ
そ
が
唐
代
の
仏
教
界
に
正
式
に
認
知
さ
れ
て
い
た
書
で
あ

っ
た
。

智
昇
の

『
開
元
録
』
に
入
蔵
さ
れ
た

『馬
鳴
菩
薩
伝
』
は
現
今
の

『
大

正
蔵
』
の
底
本
と
な

っ
て
い
る
刊
本
系
の
そ
れ
で
は
な
い
。

数
種
類
の
写
本
や
引
用
文
か
ら
復
元
作
業
を
行

っ
て
き
た
が
、
し
か

し
未
だ
解
明
で
き
な
い
部
分
が
数
箇
所
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
未
調

査
の
平
安
鎌
倉
写
経
の
調
査
に
よ
っ
て
若
干

の
進
展
が
見
ら
れ
る
も

の

と
期
待
し
て
い
る
。

で
は
新
出
本

『馬
鳴
菩
薩
伝
』
は
我
々
に
何
を
語

っ
て
く
れ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
本
文
を
復
元
す
る
過
程
で
浮
き

彫
り
に
な

っ
て
き
た
の
は

、鳩
摩
羅
什
の
弟
子
僧
叡
の
文
と
著
し
く
類
似
す
る
と

い
う

こ

と

で
あ

る
。
周
知
の
よ
う
に
僧
叡
は
鳩
摩
羅
什
訳
出

の
経
論
書
の
多
く
に
序
文
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を
付
し
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
『
梁
高
僧
伝
』
巻
六
に
よ
れ
ば
、

羅
什

の
僧
叡

に
対
す
る
評
価
は

「吾
れ
=

羅
什
)
経
論
を
伝

訳

し
、

子

(僧
叡
)
と
相
値
う
を
得
て
真
に
恨
む
所
な
し
。
」
(
2
)

と
言
う
ほ
ど
高
い

も
の
で
あ

っ
た
。
羅
什

の
主
な
訳
経
論

に
深
く

係

わ
り

『大
品
般
若

経
』
・
『小
品
般
若
経
』
・
『大
智
度
論
』
・
『
中
論
』
・
『
十
二
門
論
』
(え」
の

序
は
宋
陸
澄
の
法
論
目
録
に
不
記
載
)
・
『
思
益

経
』
・
『維
摩

経
』
・
『自
在

王
経
』
な
ど
の
羅
什
訳
に
序
文
を
草
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
特
に

『大
智

度
論
』
の
序

で
あ

る

『大
智
釈
論
序
』
は
、
新
出
本

『馬
鳴
菩

薩
伝
』

を
見
て
行
く
上
で
最
も
重
要
で
あ
る
。
文
体

・
思
想
内
容
と
も

に
よ
く

二
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

三

僧

叡

の
序

と

『
馬
鳴

菩
薩

』

の
比
較

周
知

の
よ
う
に
僧
叡

の
文
に
関
し
て
は
従
来
よ
り
論
議

の
あ
る
と
こ

ろ
で
あ

る
。
特

に
慧
叡
と
僧
叡
と
の
同

二
人
物
説
は
有
名
で
あ
ろ
う
。
(
3
)

そ
の
問
題
と
な
る

『喩
疑
』

に
関
し
て
今
回
は
比
較

の
対
象
語
彙
は
僅

少
で
あ

る
。
最
も
多
く
比
較
対
象
の
語
彙
や
文
が
見
ら
れ
る
の
は
前
述

し
た
よ
う
に

『
大
智
釈
論
序
』
で
あ
り
、

つ
い
で

『
十
二
門
論
序
』、

『中
論

序
』
『自
在
王
経
後
序
』
『
毘
摩
羅
詰
提
経
義
疏
序
』
『喩
疑
』
と

な

っ
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に

『大
智
釈
論
序
』

の
著
者

に
つ
い
て
従

来
問
題
と
な

っ
た
こ
と
は
な
い
。
お
そ
ら
く

『馬
鳴
菩
薩
伝
』
と

『
大

智
釈
論

序
』
と
の
比
較
だ
け
で
こ
の
二
書
の
密
接
不
可
分
な
近
似
性
を

立
証
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
ま
れ
分
量
の
許
す
限
り
列
挙
し
た
い
と
思

僧
叡
と
馬
鳴
菩
薩
伝

(落

合
)

う
。ま
ず
最
初
に

『馬
鳴
菩
薩
伝
』
の
校
訂
本
文
を
掲
げ
、

つ
ぎ
に
僧
叡

の
文
と
の
比
較
を
掲
げ
る
。

〔
校
訂
〕

馬
鳴

菩

薩

伝

凡
例

一
、
校
訂
に
用
い
た
諸
本
は
名
古
屋
七
寺
蔵
平
安
時
代

末
期
書
写
本
、
京
都
興
聖
寺
蔵

鎌
倉

時
代

書
写

本
、

『大
日
本
仏
教
全
書
』

所
載

『
三
論
祖
師
伝

集
』
中
引
用
文
、
『
大
正
蔵
』
所
載

『
法
苑
珠
林
』

中
引
用
文
等
で
あ
る
。

二
、
校
勘
は
紙
数

の
関
係
上
省
略
し
た
。
詳
し
く
は
拙

稿

(注
1
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

三
、
①
～
⑩
は
比
較
対
象
表

の
番
号
で
あ
る
。

馬
鳴
菩
薩
伝

二
巻

羅
什
訳

馬
鳴
菩
薩
。
仏
滅
後
三
百
余
年
。
出
自
東
天
竺
桑
岐
多
国
婆
羅
門
種
也
。
弱

枝
奇
誉
。
以
文
談
見
称
天
竺
俗
法
論
師
。
文
士
皆
執
勝
相
。
以
表
其
徳
。
馬

鳴
用
其
俗
法
。
以
利
刀
冠
杖
。
銘
其
下
日
。
天
下
智
士
。
①
其
有
能
以

二
理

見
屈

二
文
見
勝
者
。
当
以
此
刀
自
刎
其
首
。
常
執
此
杖
周
遊
諸
国
。
文
論
之

士
。
莫
敢
有
抗

二
言
而
対

二
文
者
。
是
時
韻
陀
山
中
有
六
通
三
明
阿
羅
漢
。

名
富
楼
那
。
外
道
名
理
無
不
綰
達
。
馬
鳴
詣
而
候
焉
。
見
其
端
坐
林
下
。
志

気
砂
然
。
若
不
可
測
。
神
色
謙
退
。
以
如
可
屈
。
遂
与
之
言
沙
門
説
之
。
敢

六
九
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僧
叡

と
馬
鳴
菩
薩
伝

(落

合
)

有

所
明
要
必
屈
汝
。
我
若
不
勝
便
刎
頸
相
謝
。
沙
門
黙
然
。
容

元
負

色
。
亦

元
勝
顔
。
加
之
数
四
。
曽
元
応
情
。
馬
鳴
退
自
思
惟
。
我
負
 

。
彼
勝
 
。

彼
自

無
言
。
故
無
可
屈
。
吾
以
言
之
。
錐
知
言
者
可
屈
。
自
亦
未
免
於

言
。

真

可
悦
也
。
進
謝
其

屈
。
便

欲
以
刀
自
刎
。
沙
門
止
之
。
汝
以
自
刎
謝
我

。

当
随

我
意
剃
汝
周
羅
為

我
弟

子
。
進

可
間
道
洗
心
。
退
可
不
負
要
言
。

即
以

理
伏

。
落
髪

投
簪
。
受

具
足
戒
。
坐

則
文
宣
仏
法
。
遊
則
闡
揚
道
化
。
作
荘

厳

仏
法
諸
論
数
百
万
言
。
大
行
於
天
竺
。
②
是
時
錐
近
正
法
之
末
而
人

心
猶

得
自

撃
之
勢
不
足
。
而
文
言
之
悟
有
有
余
。
③
馬
鳴
所
以
略

煩
文
於
理
外
簡

華
辞

於
意
表
。
④
敷
婉
旨
以
明
宗
。
⑤
述
略
本
以
尽
美
。
⑥
不
其
然
乎
。
其

善
属

文
。
直
爾
言
之
。
便
自
妙
絶
於
時
。
挙
世
推
宗
。
以
為
造
作
之
式
。
錐

復

西
河
之
乱
孔
文
身

子
之
疑
聖
。

夢
以
過
也
。

其
後

五
百

年

龍

樹
菩
薩
出

世

。
⑦
宏
才
卓
犖
。
明
豊
若
神
。
振

般
若
大
壌
之
綱
。
紐
無
生

已
落
之
緒
。

使

大
乗
之
道
再

二
於
閻
浮
。
無
執
之
化
。
重
宣
於
末
法
。
.
(
A
)
⑧
及
其
染
翰

之
初
。
著
論
之
始
。
未
嘗
不
稽
首
馬
鳴
作
自
阪
之
偈
。
⑨
庶
幾

慧
其
真
照
以

自
悟
焉
。

(
B
)
云
今
天
竺
諸
王
勢
士
皆
為
之

立
廟
宗

之

若

仏
。

説
訊
有
之

日
。
龍
樹
菩
薩
南
方
之
照
。
若
朗
月
之
燭
幽
夜
。
章
羅
法
師

西
方
之
比

兵
。

若
太
白
之
在
衆
星
。
鳩
摩
羅
羅
陀
法
師
北
方
之
美
。
若
辰
星
之
在
衆
宿
。
馬

鳴
菩
薩
兼
三
方
。
於
東
夏
其
猶
朝
陽
鐙
暉

六
合
倶
照
。
或
称
鳩

摩
羅
陀
処
於

北
方
。
若
明
照
於
夜
。
龍
樹
菩
薩
南
方
継
之
。
若
衆
宿
之
環
極
。
鳩
摩
羅
陀

章
羅
二
法
師
。
善
業
三
蔵
。
不
信
大
乗
。
馬
鳴
龍
樹
兼
大
小
而

二
之
。
其
所

著
述
。
但
明
実
相
於
先
賢
。
⑩
捧
弱
喪
於
夢
境
。
故
菩
薩
称
之
焉
。

七
Ο

比
較

対
象

表

【
馬
鳴
菩
薩
伝
】

【僧
叡
の
文
】

①
其
有
能
以

二
理
見
屈

一
文
見
勝
者

若

二
理
之
不
尽
則
衆
異

紛
然
。(『十
二
門
論
序
』)

②
是
時
錐
近
正
法
之
末
而
人
心
猶
得
自
撃
之
勢

不
足
。

造
尽
之
要
錐
玄
而
惜
津

梁
之
勢
未
普
。

(『大
智
釈
論
序
』)

③
馬
鳴
所
以
略
煩
文
於
理
外
簡
華
辞
於
意
表
…
故
因
紙
墨
以
記
其
文
外

之
言
。
借
衆
聴
以
集
其

成
事
之
説
。
煩
而
不
簡

者
遺
其
事
也
。

(『毘
摩
羅
詰
提
経
義
疏
序
』)

…
又
有
煩
簡
之
異
。
三
分

除
二
得
此
百
巻
。(同
上
)

④
敷
婉
旨
以
明
宗

於
大
智
三
十
万
言
。
玄

章
碗
旨
朗
然
可
見
。

(『大
智
釈
論
序
』)

…
焉

淵
鏡

愚
高

致

以
明
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宗
。
(同
上
)

⑤
述
略
本
以
尽
美
.
.
.
.

初
辞
擬
之
心
標
衆
異
以

到

 
。
(『大
智
釈
論
序
』)

⑥
不
其
然
乎
.
.
.
.
.

新
学
所
以
曝
鱗
於
龍
門

者
。
不
其
然
乎
。(同
上
)

⑦
宏
才
卓
犖
.
.
.
.
.

於
菩

薩
希

躍
卓

犖
之

事
。
朗
然
照
列
 
。

(『自
在
王
経
後
序
』)

⑧
及
其
翻

之
初
.
.
.
.
.
.

其
染
翰
申
釈
者
甚
亦
不

少
。

(『中
論
序
』)

⑨
庶
幾
愚
其
到
照
以
自
悟
焉

既
蒙
什
公
入
関
開
託
真

昭
…。

(『喩
疑
』
)

⑩
抵
劉

於
夢
境
.
.
.
.
.
.
.

濟
劉

於
玄
津
。
出
有

無
於
域
外
者
 
。
遇
哉

後
之
学
者
。
夷
路
既
坦

幽
塗
既
開
。
真
得
振
和

鑾
於
北
冥
。
馳
白
牛
以

南
廻
。
悟
大
覚
於
夢
境
。

即
百
化
以
安
帰
。

(『十
二
門
論
序
』)

僧
叡
と
馬
鳴
菩
薩
伝

(落

合
)

以
上
の
対
象
表
か
ら
闡
明
な
よ
う
に
僧
叡

の
文
章
な
く
し
て

『馬
鳴
菩

薩
伝
』
は
考
え
ら
れ
な
い
と
言

っ
て
も

過
言

で

は
な

い
。
と
す
れ
ば

『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
は
僧
叡
の
文
と
言
え

よ
う

か
。
否
、
こ
の
ま
ま
で
は

少
し
く
難
し
い
。
何
故
な
ら
ぽ
、
後
人
の
仮
託
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

で
は
後
人
の
仮
託
と
し
て
考
証

し

て
い
く

と
、
今
度
は
逆
に
い
ず
れ
に
も
源
泉

(情
報
ソ
ー
ス
)
を
見

い
だ

せ
な

い
箇
所
も
多
々
発
現
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

例
せ
ば
、
(A
)
「及
其
染
翰
之
初
。
著
論
之
始
。
未
嘗
不
稽
首
馬
鳴

作
自
帰
之
偈
。」
な
ど
は
全
く
初
耳
の
伝
承

で
あ
る
。
た
だ
残
念
な
が

ら
イ
ソ
ド

・
チ
ベ

ッ
ト
の
文
献
に
、

こ
れ
に
相
応
す
る
記
述
が
見
い
だ

さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

一
歩
下
が

っ
て
、

こ
の

(A
)
す
ら
も
仮
託

者
の
想
像

・
創
作
と
す
る
見
方
も
存
在
し
よ
う
が
、
仮
託
す
る
に
は
そ

の
理
由
と
い
う
も
の
が
厳
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
馬
鳴

(〉
伽・

苺
αqぎ
ω冨
)
と
龍
樹

(Z
蝉
αq9ー
ニ
ロ§
)
と
の
思
想
的
系
譜
を
よ
り
強
く
主

張
し
て
い
る
集
団
は
ま
さ
し
く
羅
什
と
そ
の
弟
子
、
お
よ
び
三
論
集
団

で
あ

っ
て
、
思
想
的
に
敵
対
す
る
集
団
が
敢

え
て
こ
の
よ
う
な
記
述
を

作
成
す
る
理
由
は
な
い
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
も
う

一
つ
決
定
的
と
も
言
え
る
比
較
対
象
文
を
掲
げ
て
み
よ

う
。
『
馬
鳴
菩
薩
伝
』

の

(B
)

「云
今
天
竺
諸
王
勢
士
皆
為
之
立
廟
宗
之
若
仏
。
説
訊
有
之
日
。

龍
樹
菩
薩
南
方
之
照
。
若
朗
月
之
燭
幽
夜
。
阜
羅
法
師
西
方
之
比
丘
。
若
太

七
一
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僧
叡
と
馬
鳴
菩
薩
伝

(落

合
)

白
之
在
衆
星
。
鳩
摩
羅
羅
陀
法
師
北
方
之
美
。
若
辰
星
之
在
衆
宿
。
馬
鳴
菩

薩
兼
三
方
。

於
東
夏
其
猶
朝
陽

踵
六

合

倶

照
。

或
称

鳩
摩

羅
陀
処

於
北

方

。
若
明
照
於
夜
。
龍
樹
菩
薩
南
方
継

之
。
若
衆
宿
之
環
極
。
」

で
あ

る

が

、

こ
れ

を

僧

叡

の

『
大
智

釈

論

序
』

の
文

と
比

較

し

て

み

よ

う

。

「天

竺
伝

云
。
"
像
正
之
末
。
微
馬
鳴

龍
樹
道
学
之
門
其
倫

清
弱
喪
 
。
"
其

故
何
耶
。
宴

由
二
未
契

微
邪
法
用
盛
。
虚
言
与
実
教
並
興
。
嶮

径
与
夷

路
争

撤
。
始
進

者
化

之
而
流
離
。
向
道
者
惑
之
而
播
越
。
非
二
匠
其
敦

与
正

之
。

是
以
天
竺
諸

国
為
之
立
廟
宗
之
若
仏
。
又
称
而
詠
之

日
。
智
慧

日
已
頽

斯
人

令

再
曜
。
世
昏
寝
巳
久
。
斯
人
悟
令
覚
。
若
然
者
真
可
謂
功
格
十

地
道

偉
補

処

者
 
。
伝
而
称
之
。
不
亦
宜
乎
。
」
(
4
)

(『
大
正
蔵
』
55
巻

75
頁
上
段
)

全
く

軌

を

一
に
し

て

い
る

内

容

と

し

か

言

い
よ

う

が

な

い
。

「
天

竺

に

伝

え

て

云

う

」

と

い
う

僧

叡

の

こ

の
文

章

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

と
羅

什

よ

り
伝
聞
し
た
内
容
で
あ
る
。
(
5
)

「像
正
の
末
に
馬
鳴

・
龍
樹
微

(かな)
り
せ

ば
、
道
学

の
門
、
其
れ
倫
清
弱
喪
せ
し
な
ら
ん
」
と
は
、
正
法
の
末
期

に
馬
鳴
が
活
躍
し
、
像
法
の
末
期
に
龍
樹
が
世
に
出
た
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
正
法

・
像
法

の
年
数
に
つ
い
て
は
、
『喩
疑
』
に

「
此
五
百
年

中
。
得
道
者
多
。
不
得
者
少
。
以
多
言
之
。
故
日
正
法
。
後
五
百
年
。

唯
相
是
非
執
競
盈
路
。
得
道
者
少
。
不
得
者
多
。
亦
以
多
目
之
。
名
為

像
法
。
」
と
あ
る
よ
う
に
正
法
五
百
年
、
像
法
五
百
年
で
あ
る
。

こ
れ

を

『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
に
照
ら
し
て
み

よ
う
。
「
(馬
鳴
)
作
荘
嚴

佛
法
諸
論
敷
百
萬
言
。
大
行
於
天
竺
。
是
時
難
近
正
法
之
末
而
人
心
猶

七
二

得
自
撃
之
勢
不
足
。
」
と
あ
り
、
き
ら
に
後
半

部
分

に

「其
後
五
百
年

龍
樹
菩
薩
出
世
。
」
と
出
て
く
る
。

つ
ま
り

馬
鳴
が

「正
法
之
末
」
に

出
た
の
で
あ
り
、
龍
樹
は

「
そ
の
後
五
百
年
」
、
す
な
わ

ち
像
法
の
末

期
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
歴
史
的
事
実
か
否
か
、
今
問

題
で
は
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
二
つ
の
資
料
が
相
応

一
致
す
る
こ
と
は
珍
し

い
。
し
か
し
、
本
来
同

一
人
物

の
手
に
な
る
文
で
あ
れ
ぽ
、
こ
れ
は
珍

奇
で
も
何
で
も
な
い
。
『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
に
記
述

さ
れ

る

「
云
今
天
竺

諸
王
勢
士
皆
為
之
立
廟
宗
之
若
仏
」
と

『
大
智
釈
論
序
』
の

「
是
以
天

竺
諸
国
為
之
立
,廟
宗
之
若
仏
」
と
は
と
も
に
龍
樹
の
評
判
を
述
べ
た
箇

所
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
相
異
な
る
文
献

に
期
せ
ず
し
て
現
れ
出
た

の
は
師
鳩
摩
羅
什
よ
り
の
懇
切
込
め
た
説
示
が
耳
朶
に
深
く
刻
ま
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

三

結

論

以
上
の
よ
う
に
、
復
元
さ
れ
た

『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
を
僧
叡

の
文
章
と

比
較
検
討
す
る
と
、
使
用
語
彙
の
類
似
は
も
と
よ
り
正
像
末

の
年
数
配

分
の

一
致
と
、
馬
鳴
と
龍
樹

の
年
代
論
が
相
応
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

勿
論
、
吉
蔵
の

『中
観
論
疏
』
『
百
論
疏
』
に
引
用
さ
れ
た
僧
叡
の
『
成

実
論
序
』
の
年
代
論
は
こ
れ
ら
と
異
な
る
が
、
吉
蔵
に
よ
れ
ば
こ
の
序

は
羅
什
没
後
に
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の

『
序
』
が
現

存
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
注
記
す
る
に
止
め
た
い
。

さ
て
、

二
般
に
異
な
る
資
料
の
類
似
に
は
二
通
り
の
解
釈
が
出
来
る
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で
あ
ろ
う
。
同

二
人
物
の
著
述
な
の
か
、
あ
る
い
は

二
方
が
片

二
方
か

ら
影
響
を
受
け
た
も
の
か
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
さ
ら
に
思
想
的
影

響
な
の
か
後
世
の
者
が
仮
託
し
た
の
か
に
分
け
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
を
考
証
し
た
結
果
、
二
資
料
は
仮
託
さ
れ
た
も

の
で
も
、
ま

た
影
響
を
受
け
て
著
さ
れ
た
も

の
で
も
な
く
、
同

一
人
物

の
著
述
と
見

な
す
こ
と
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本

に
転
写
さ
れ
伝
わ

っ
た

『
馬
鳴
菩
薩
伝
』
は
、
鳩
摩
羅
什

の
弟
子
僧
叡
が
師
羅
什
の
講
説

を
整
理
し
染
翰
し
た
文
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

1

①
発
表

「七
寺

一
切
経
の
文
化
史
的
意
義
-
新
発
見

の

『馬
鳴
菩
薩

伝
』
古
写
本
を
中
心
と
し
て
―
」

(
第
7
届
中
国
域
外
漢
籍
国
際
学
術
会
議
。

二
九
九
二
年
五
月
八
日
。
於

早
稲
田
大
学
)

②
拙
稿

「興
聖
寺
本

『馬
鳴
菩
薩
伝
』
に
つ
い
て
」

(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
二
巻
一
号
。
平
成
四
年
十
二
月
、

二
九
九

二
年
)

③
拙
稿

「平
成
新
出
馬
鳴
菩
薩
伝
の
文
献
学
的
研
究

(其
之

一
)」

(『華
頂
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
三
七
号
。
平
成
四
年
十
二
月
、

二
九
九

二
年
)

④
拙
稿

「平
成
新
出
馬
鳴
菩
薩
伝
の
文
献
学
的
研
究

(其
之
一
)」

(『華
頂
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
三
八
号
。
平
成
五
年
十
二
月
、

一
九
九

三
年
)

⑤
発
表

「
日
本
伝
来
の
鳩
摩
羅
什
関
係
典
籍
-
七
寺

一
切
経
を
中
心
と
し

て
―
」

(紀
念
鳩
摩
羅
什
誕
辰

二
六
五
〇
周
年
国
際
学
術
討
論
会
。
二
九
九
四

年
九
月
。
於
中
国
キ
ジ
ル
石
窟
)
(同
抄
録

・
拙
稿

『
中
外
日
報
』
一

九
九
四
年
十
月
十
五
日
付
)

僧
叡
と
馬
鳴
菩
薩
伝

(落

合
)

⑥
拙
稿

「
平
成
新
出
馬
鳴
菩
薩
伝

の
文
献
学
的
研
究

(其
之
三
)
」

(『
華
頂
短
期
大
学
研
究
紀
要
』

三
九
号
。
平
成
六
年
十
二
月
、

一
九
九

五
年
)

2

『
大
正
蔵
』

五
〇
巻

三
六
四
頁

中

3

横
超
慧

日

『
中

国
の
仏
教
研

究
』
第
二
。
昭
和

四
十

六
年
。
法
蔵
館
。

木
村
宣
彰

「僧
叡

の
法
身
説

」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
十
七

巻
第

二
号
。

昭
和

六
十

三
年
十

二
月
。
)

同

「維
摩
詰
経

と
毘

摩
羅
詰
経
」
(
『仏
教
学

セ
ミ
ナ
ー
』

四
十

二
号
。

二
九
八
五
年
。)

平
井
俊

栄

『
中
国
般

若
思
想
史
研
究
』
第
二
章

第
二
節

「羅
什
門

下

の

三
論
研

究
」
。

二
九
七
六
年

。
春
秋
社
。

任
継
愈

主
編

『
定
本

中
国
仏
教
史

Ⅱ
』
第
二
章

第
九
節
。
柏
書

房
。

一

九
九
四
年
。

木
村

英

二
編

『
慧
遠
研
究
』
研
究
篇
。
創
文
社
。
昭
和
三
十
七
年
。

塚
本
善

隆
編

『
肇
論
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
。
昭
和
二
十

九
年
。

4

『
大
正
蔵
』
五
五
巻
七
五
頁
上

5

た
だ
し
、
吉
蔵
撰

『
中
観
論
疏
』
や

『
百
論
疏
』

に
は
こ
れ
ら
と
異
な

る
伝
承
が
見

ら

れ

る
。
『
中
観
論
疏
』
巻

一
末

「
問
龍
樹
於
像
法
中
何
時

出
耶
。
答
容
師
成
実
論
序

(『
出

三
蔵
記
集
』
未
見
。
散
逸
)
述
羅
什
云
。

馬
鳴
是
三
百
五
十
年
出
。
龍
樹
是

五
百
三

十

年

出
。
」

(『
大
正
蔵
』

四
二

巻

二
八
頁
中
)
。

『
百
論
疏
』
「
問
提
婆
与
龍
樹

相
見
不
。

答
経
伝
不
同
。

叡
師
成
実
論
序
是
什
師
去
世
後
作
之
。
述
什
師
語
云
。
仏
滅
後
三
百

五
十

年
馬
鳴
出
世
。
五
百
三
十
年
龍
樹
出
世
。

又
云
馬
鳴
興
正
法
之
末
。
龍
樹

起
像
法
之
初
。
」

(『
大
正
蔵
』

四
二
巻

二
三
三
頁
上
)
。

〈
キ
ー

ワ
、ー
ド
〉

羅
什
、
僧
叡
、
『
大
智
釈
論
序
』
、
『
馬
鳴
菩
薩
伝
』

(華
頂
短
期
大
学
教
授
)

七
三
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